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町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

報
告
や
諮
問
を
含
む
30
件
の
議
案

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

補
正
予
算
の
専

※

決
処
分
し
た
事
件

　
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月

８
日（
金
）か
ら
6
月
12
日（
火
）ま

で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、

報
告
18
件
、
議
案
11
件
、
諮
問
1

件
の
合
計
30
件
の
議
案
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
今
回
の
議
会
で
審

議
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 第

４
回
町
議
会
定
例
会　

一
小
解
体
工
事
契
約
な
ど
30
件
を
議
決

の
承
認
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
、
専
決
処
分
し
た

事
件
の
承
認
な
ど
報
告
18
件
、
平

成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
11
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
諮
問
１

件
で
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
専
決
処

分
さ
れ
た
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
第
１
号
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
採
択

さ
れ
た
復
興
交
付
金
事
業
関
係
の

予
算
を
補
正
し
た
も
の
で
、
１
，，

５
０
０
万
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、提
出
さ
れ
た
第
２
号
の

補
正
予
算
は
、約
４
億
２
，０
５
１

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
災
害

廃
棄
物
処
理
委
託
料
２
億
８
，９

８
３
万
円
、
復
興
交
付
金
採
択
に

よ
る
基
金
積
み
立
て
４
，４
３
６
万

円
、
除
染
業
務
委
託
料
１
，０
０

０
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。
２
回

の
補
正
予
算
の
財
源
に
つ
い
て

は
、３
億
２
，２
５
２
万
円
は
、
国

や
県
の
補
助
金
で
、
残
り
の
１
億

１
，２
９
９
万
は
町
債
や
基
金
か

ら
の
繰
入
な
ど
を
充
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
平
成

24
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
75
億
４
，５
５
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　　

今
回
の
議
会
で
、
議
会
の
同
意

に
よ
り
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
と
し
て
斉
藤
栄
治
さ
ん

（
岡
ノ
内
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
24
年

７
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
同
意
に
よ
り
高

島
民
子
さ
ん（
本
町
）が
人
権
擁
護

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
ま
も
な

く
１
年
３
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
本
町
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町

と
し
ま
し
て
も
、
応
急
か
ら
復
旧
へ
こ

れ
ま
で
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
復
旧
か
ら
復
興
・
再

生
へ
向
け
、
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
と
共
に
、
町
制
施

行
か
ら
50
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
種
の
記
念
事
業
を
行
う
と

共
に
、
10
月
17
日
に
は
鳥
見
山
体
育
館

に
お
い
て
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
水
稲
の
作
付
け
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
り
２
割
程
度
の
作
付
け
で
し

た
が
、
今
年
は
一
部
地
域
を
除
い
て
作

付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

の
協
力
を
得
て
田
植
え
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
鳥
見
山
公
園
北
側
駐
車
場
及
び
東

町
地
内
の
仮
置
き
場
の
被
災
家
屋
等
災

害
廃
棄
物
の
処
分
・
整
理
業
務
を
委

託
し
早
期
の
処
分
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

第
一
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
校
舎
の
概
要
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
実
施
設
計

業
務
と
関
連
の
地
質
調
査
・
測
量
設

計
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
に
関
し
ま
し
て

は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
放

射
能
の
除
染
や
町
民
の
健
康
管
理
な

ど
を
総
合
的
か
つ
迅
速
に
行
う
た

め
、
新
た
に
総
務
課
内
に
原
子
力
災

害
対
策
室
を
設
置
し
、
2
名
の
専
任

職
員
を
配
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

▲多くの傍聴者の前で質問をする議員

　

６
月
10
日（
日
）、
鏡
石
町
議

会
に
お
い
て
、
休
日（
日
曜
日
）議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
日（
日
曜
日
）議
会
は
、
町
制

施
行
50
周
年
記
念
と
し
て
、
鏡
石

町
で
初
め
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
議
会
傍
聴
の

機
会
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
趣
旨
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
冒
頭
で
は
、
渡
辺
定

己
議
長
が「
町
制
施
行
50
周
年
を

記
念
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
休
日
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
関
係
者
各
位
に
は
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
古
川
文
雄
議
員
、
木
原
秀

男
議
員
、
長
田
守
弘
議
員
、
小

林
政
次
議
員
、
菊
地
洋
議
員
、
円

谷
寛
議
員
、
畑
幸
一
議
員
、
今

泉
文
克
議
員
の
８
名
が
登
壇
し
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
問
題
や
東
日
本

大
震
災
関
連
へ
の
対
応
、
町
第

５
次
総
合
計
画
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
議
会
で
は
、
今
回

の
休
日（
日
曜
日
）議
会
の
た
め

に
傍
聴
席
を
追
加
し
ま
し
た
が
、

開
場
前
か
ら
多
く
の
傍
聴
希
望

者
が
列
を
つ
く
り
、
入
り
き
れ

な
い
人
は
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に

設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ

で
の
傍
聴
と
な
り
ま
し
た
。
議

会
を
傍
聴
し
た
町
民
の
み
な
さ

ん
は
、
自
分
た
ち
が
選
出
し
た

議
員
の
質
問
を
真
剣
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
加

入
者
の
医
療
費
に
あ
て
る
た
め
、

国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
や
加
入
者

が
負
担
す
る
国
保
税
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
こ
こ
で

は
、
今
年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
加
入
者
の
み
な
さ

ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
別
表
の
区
分
に
よ
り
①
所

得
割
、
②
資
産
割
、
③
均
等
割

（
被
保
険
者
数
）④
平
等
割（
世
帯
）

か
ら
世
帯
毎
に
毎
年
計
算
さ
れ
ま

す
。
そ
の
合
計
額
が
年
間
の
国
保

税（
合
計
額
が
限
度
額
を
超
え
た

と
き
は
限
度
額
）と
な
り
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
数
は
や
や
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
費
が
増

え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
別
表

の
と
お
り
税
率
等
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
加
入
者
の
負

担
増
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た

め
、
国
保
基
金
を
活
用
し
ま
し

た
。
国
保
事
業
の
安
定
し
た
財
政

運
営
の
た
め
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
国
保
の
財

政
が
厳
し
く
な
り
、
納
め
て
い
た

だ
く
国
保
税
も
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
町
の
特
定
健
診
な
ど
を

積
極
的
に
受
診
す
る
な
ど
し
て
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　

国
保
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め

に
は
国
保
税
の
納
期
限
内
の
納
付

が
重
要
で
す
。

　

国
保
税
を
納
め
な
い
と「
短
期

保
険
証
」や
医
療
費
を
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い「
資
格
証
明
書
」が
発
行
さ
れ

ま
す
。

　

昨
今
の
雇
用
や
経
済
情
勢
の
悪

化
に
よ
り
国
保
税
の
納
入
が
困
難

な
方
は
滞
納
額
が
増
え
な
い
よ
う

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

税
務
町
民
課

　
☎
62
︱
２
１
１
４

区分 医療分・後期高齢者支援金分 介護分（40歳以上65歳未満の方のみ）

24年度
内　　訳

23年度 対前年比 24年度 23年度 対前年比医療
給付分

後期高齢者
支援金分

課税の限度額 65万円 51万円 14万円 65万円 ― 課税の限度額 12万円 12万円 ―

①所得割 11.25% 9.05% 2.20% 10.68% 0.57% ①所得割 2.50% 2.35% 0.15%

②資産割 13.00% 7.00% 6.00% 16.45% △3.45％ ②資産割 2.00% 2.50% △0.50％

③均等割 33,100円 26,000円 7,100円 31,950円 1,150円 ③均等割 8,200円 8,200円 ―

④平等割 26,300円 20,000円 6,300円 24,900円 1,400円 ④平等割 6,500円 6,500円 ―

別表　国保税率の改正内容

 

◎
問
い
合
わ
せ
先

※
専
決
処
分
と
は
、
本
来
議
会
の
議

決
、決
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

案
件
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議
決
前
に

町
長
が
処
理
す
る
こ
と
で
す
。
専
決

処
分
し
た
案
件
は
、
次
の
議
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

報
告
、
諮
問
含
む

30
件
を
議
決

一
般
会
計
に
４
億
３
，５

５
１
万
円
を
補
正

町
長
説
明
要
旨

 

国
保
税
の
税
率
を
改
正

 

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

 

滞
納
は
い
け
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
税
の

　
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

　　町制施行50周年記念

休日（日曜日）
議 会 開 催

固
定
資
産
評
価
委
員
に
斉
藤
さ
ん
、

人
権
擁
護
委
員
に
高
島
さ
ん

税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設平日の夜間に病気になったときは、平日夜間救急病診療所（須賀川市保健センター☎76-2980）へ平日夜間救急病診療所


